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一般質問

8人の議員、町政を問う
委員会活動

常任・特別委員会報告、常任委員会で先進地を視察・研修

議会活動

まちびとインタビュー

栃木県佐野市議会ほかが来庁、新体制決定

13ページ

18 ページ

23 ページ

予算審議

令和8年度予算可決2ページ

議会にあなたの声を28 ページ

審議結果

41の議案等を承認・可決・同意5ページ阿見野球部の選手たち

町民球場（阿見町総合運動公園）町民球場（阿見町総合運動公園）

拠点校方式で新たな絆。3校の力を一つに、全力で
挑む阿見野球部の選手たち！
（阿見中・竹来中・朝日中の合同部活動チーム）

令和８年５月発行

議会にあなたの声を議会にあなたの声を
まちびとインタビューまちびとインタビュー

あみ
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令和８年度予算はこのように審議された予 算
審 議

■地方交付税 4.7%　
11億4,200万1千円　

（9億1,000万1千円）

町税 39.8%
96億3,405万7千円

（94億636万1千円）

■国庫支出金 16.6%
40億1,121万3千円
（34億5,591万円）

■災害復旧費 0%
1千円

（1千円）

■その他の自主財源 13.1%
31億7,098万4千円

（18億8,980万8千円）

■町債（町の借金） 9.5%
23億990万円

（22億9,710万円）

■その他の依存財源 8.5%
20億6,344万9千円　

（30億6,724万5千円）

■県支出金 7.7%
18億6,868万6千円

（15億5,357万5千円）

■民生費 36.8%
89億1,738万5千円

（92億7,454万7千円）

■教育費 21.7%
52億5,935万4千円

（38億1,491万5千円）

■総務費 9.9%
24億360万6千円

（24億6,438万1千円）

■土木費 9.9%
23億8,696万9千円

（21億2,850万7千円）

■公債費（借金の返済） 6.6%
15億9,520万1千円

（16億301万6千円）

■衛生費 6%
14億4,441万3千円

（14億1,953万5千円）

■消防費 3.3%
8億941万1千円

（8億2,411万6千円）

■商工費 1.9%
4億5,949万3千円

（3億4,769万5千円）

■諸支出金 1.5%
3億6,429万1千円

（1億3,088万2千円）

■農林水産費 1.5%
3億5,681万5千円

（3億7,837万3千円）

■議会費 0.8%
1億8,335万1千円

（1億7,403万2千円）
■予備費 0.1%

2,000万円
（2,000万円）

一般会計歳入（242億29万円）

※（　）内は、前年度予算額となります。
　パーセント（％）は、小数点第２位を四捨五入しております。

一般会計歳出 （242億29万円）

令和 8年度一般会計予算は 242 億 29万円で、
前年度と比べて 7.2％、16億 2,029 万円増となった。

令 和 8 年 度 予 算 可 決

予算額

一般会計 242億29万円

特
別
会
計

国民健康保険 49億9,900万円

介 護 保 険 41億8,000万円

後期高齢者医療 14億7,600万円

小　計 106億5,500万円

企業会計 47億6,717万7千円

総　計 396億2,246万7千円

▼自主財源と依存財源
『自主財源』は、町が自主的に得られる財源で、
町税・諸収入等です。
『依存財源』は、国や県から交付される財源で、
地方交付税・国庫支出金・県支出金等です。
自主財源の割合が高いほど、安定した自主性
のある行政運営が行えます。

◎歳出　あみ子育て支援センター運営事業 6,990 万 2 千円

問 �指定管理者による運営は初の試みとなるが、指定管理者の導入を選択した背景は。
答 �子育て世帯が利用する施設であるので、ゴールデンウィークなどの連休や祝日の需要が高まると思う。
町立施設では柔軟な職員の配置が難しいが、指定管理者であればそのときだけスタッフを増やすなどの
柔軟な対応が可能となる。このように、魅力ある施設をよりよくするため、庁内で様々に協議をした結
果として、指定管理者を導入することにした。

問 �選定された運営者の専門性をどのように現場に反映するのか。
答 �運営者は確かな実績があり、茨城県立医療大学付属病院の託児室も請負っていて、十分にノウハウのあ
るスタッフが子育て支援センターにも配
置される。

問 �運営者や運営状況をどのようにモニタリ
ング評価していくのか。

答 �事業の運営に当たって年間の事業計画を
提出させ、そこで町の意見等があれば取
り入れてもらうなど、モニタリングを毎
年行っていく。また利用者からの評価も
重視しており、随時アンケートを取り、
他にも意見をいただけるようなものを用
意する。 まつうら わくわくパークあみ（外観）

みんなのひろば

げんきっこひろば・わくわくひろば

玄関・エントランス

もぐもぐひろば

　子育て世帯の交流・相談の場として、まつうら わくわくパークあみ（あみ子育て支援センター）が
４月 25日（土）にオープンしました。
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◎歳出　温水プール整備事業 8,309 万 5 千円

問 �令和 7年度に温水プールの基本設計を委託しているが、成果物は上がってきたのか。
答 �成果物については、まだ工期等もあり、最終的なまとめを精査しているところと考えている。

問 �令和 8年度の予算で実施設計を行うということだが、基本設計の成果物がまだ納められていないのであ
れば、実施設計の予算額はどのような根拠で算出したのか。

答 �令和 8年度の予算は、建物面積は約 2000㎡、場所は阿見中学校の敷地など、これまで全員協議会で説
明してきた内容を踏まえて基本設計をまとめている途中で、それに沿って実施設計を発注するため、お
およそで計上しているものとなる。

問 �予定地の阿見中学校の敷地には、福島第一原子力発電所事故の際の汚染土※がフレコンバッグに詰めら
れて埋設されている。工事をする前に汚染土の分析・調査などを考えなければならないのでは。

答 �除染土※は、当時の国の方針やガイドライン等に基づき適切に埋設処理が行われている。現在も定期的
に放射線量の測定を行っているが、空間線量は自然界の放射線量とほぼ同程度の水準であることが確認
できている。埋設箇所は、温水プール施設本体ではなく駐車場等の少し外れた場所で、覆土や舗装をし
て人が直接触れる状況にならない構造で整備し、工事に当たっては放射線量の確認を行うなど安全確保
に努めていく。

問 �温水プール事業が必要な理由は。
答 �温水プール整備の総事業費は約22億円とお示ししている
が、各小中学校の老朽化したプールを個別に更新してい
くと同程度の事業規模となる。施設の集約化により学校
現場の負担も軽くなり、公共施設の維持管理も効率的な
ものとなる。水泳授業の時間数も、本来10時間のところ
2時間や 4時間の実施に留まっている状況。天候に左右
されず計画的に水泳授業を実施できる環境を確保すると
ともに、一般利用による町民の健康増進効果も踏まえて、
公営の温水プールの整備が必要であると判断したもの。 導入機能のゾーニングと利用者動線のイメージ図

色がついている議案は、質疑または討論を掲載している議案です。

■全議員が賛成した議案等
専決処分の承認を求めることについて（令和7年度阿見町一般会計補正予算（第5号））
物価高対策として児童 1人当たり 2万円を給付する、物価高対応子育て応援手当事業について手続を進めるために行っ
た専決処分の承認を求めるもの

専決処分の承認を求めることについて（令和7年度阿見町一般会計補正予算（第6号））
2173 万 6千円増額
【主な歳入】�県委託金の増
【主な歳出】�衆議院解散に伴う衆議院議員総選挙費の増

令和7年度阿見町一般会計補正予算（第7号）
4 億 1512万 7千円増額
【主な歳入】�国庫支出金の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増。県支出金の子育て世帯生活応援特別給付金事

業費補助金を新規計上。寄附金のふるさと応援寄附金の増。
【主な歳出】�低所得の子育て世帯に児童一人当たり 5万円を給付するため子育て世帯生活応援特別給付金を新規計上。物

価高騰対策として町民一人当たり５千円の商品券を配付する物価高騰対応商品券配付事業に係る経費を新規
計上。ふるさと応援寄附金の増。

■賛否が分かれた議案等
今臨時会ではありませんでした。

令和 8 年第 1 回臨時会

令和 8 年 2 月 3 日 ▲

専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）

阿見町立中央公民館前の町道 6388 号線、事故発生当時の主要地方道竜ケ崎阿見線を通行していた車両が中央公民館前の
信号で停車した際、中央公民館敷地内に設置されていた町管理の看板が強風により飛ばされ、当該車両を直撃する事故に
ついて損害賠償の額を定めるために行った専決処分の承認を求めるもの

専決処分の承認を求めることについて（令和7年度阿見町一般会計補正予算（第8号））

564 万円増額
【主な歳入】財政調整基金繰入金の増
【主な歳出】議員の辞職による、町議会議員補欠選挙に伴う選挙事業の増

令和 8 年第 1 回定例会

令和 8 年 3 月 3 日初日 ～ 3 月 18 日最終日

■全議員が賛成した議案等

４日目

▲

初日

▲

最終日

▲

◎歳出　牛久阿見ＩＣ周辺開発事業 4,128 万 3 千円

問 �茨城県が直接施工することになった経緯は。
答 �地権者で構成する土地区画整理組合の準備会が事業の具体化に向けた検討を行ってきたが、令和 6年度
に行った事業協力者の募集に対して参加に至る民間企業がなく、事業の長期化が懸念されていた。その
ため（公社）区画整理促進機構と茨城県に対して事業化に関する要望を行ったところ、令和 8年 2月に
発表された茨城県の令和８年度当初予算で、阿見実穀地区において茨城県の施工により新たな工業団地
を造成することとなった。

問 �予算書には、土地区画整理組合の設立に向けた支援を行うための費目が残っているが、どのような形で
支出するのか。

答 �区画整理事業メインに予算計上しているが、茨城県
が施工者になったことで、今後茨城県と協議し、予
算の組み替え等を検討する。

問 �茨城県と阿見町の役割分担はどのようなものになる
か。

答 �正式決定ではないが、町が用地補償交渉を行う見込
み。地区外の上下水道の整備、埋蔵文化財の調査、
都市計画決定等の作業については、茨城県と連携し
て実施していきたいと考えている。 阿見実穀地区の工業団地の位置図

※ �問の汚染土と答の除染土は同じものを指す。
以降のページも同じ。
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https://www.youtube.com/watch?v=6-i-EW5UuWI
https://www.youtube.com/watch?v=0l4M6yWDZtU

https://www.youtube.com/watch?v=o61GVv7wIT4
https://www.youtube.com/watch?v=OnN0gCPwrKE
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阿見町障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通の促進に関する条例の制定について ※1 P8 参照

障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通の促進に係る基本理念を定め、全ての人が障害の有無によって分け隔て
られることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら、自分らしく生きるまちを実現するために、新たに条例を制定す
るもの

阿見町高齢者福祉基金条例の制定について

町内に居住する高齢者の福祉を増進する目的で行われる施策及び事業に要する資金に充てるための阿見町高齢者福祉基金
を創設することに伴い、新たに条例を制定するもの

阿見町職員の給与に関する条例の一部改正について ※2 P8 参照

国の人事院勧告に基づき、給料月額、期末手当及び勤勉手当の支給月数、宿日直手当、通勤手当の改定を行うもの

阿見町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について

特別職における期末手当の改定を行うもの

阿見町の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について

任期付職員の給料月額、期末手当及び勤勉手当の改定を行うもの

阿見町会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について

一般職の職員の改定に準じ、会計年度任用職員における期末手当及び勤勉手当の改定を行うもの

阿見町職員の旅費に関する条例の一部改正について

国家公務員等の旅費に関する法律の改正に伴い、国に準じ、町条例について所要の改正を行うもの

阿見町附属機関の設置に関する条例の一部改正について

「阿見町子育て支援ネットワーク会議」に関し、設置根拠となる「阿見町地域子育て支援センター」が廃止されることに伴い、
所要の改正を行うもの

阿見町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

「阿見町地域子育て支援センター」が廃止されることに伴い、その委員の報酬及び費用弁償を削除し、行政不服審査制度
における審査庁審理を適正に行うため、法務に精通し、専門的知識及び経験を有する者を任命できるよう、新たに非常勤
特別職として審理員の職を追加するもの

阿見町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準府令の一部改正に
より、所要の改正を行うもの

阿見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正により、所要の改正を行うもの

阿見吉原地区企業誘致条例の一部改正について

阿見吉原地区への企業誘致を促進する奨励措置の有効期間を延長し、引き続き未利用地への企業の立地促進を図るため、
所要の改正を行うもの

阿見町文化財保護審議会条例の一部改正について

組織機構の改正により文化課が新設されることに伴い、所管課の改正を行うもの

阿見町文化芸術振興条例の一部改正について

組織機構の改正により文化課が新設されることに伴い、所管課の改正を行うもの

阿見町児童屋内体育施設条例の廃止について

阿見町立本郷小学校体育館及び阿見町立舟島小学校体育館について、文部科学省の「公立学校施設台帳」上の学校施設と
して改めて登録するため、現在これらの施設の設置根拠となっている条例を廃止するもの

令和7年度阿見町一般会計補正予算（第9号） ※3 P8・9 参照

2億 3960万 2千円減額
【主な歳入】�個人町民税の増、普通交付税の増、地域医療介護総合確保基金事業補助金の新規計上、財政調整基金繰入金の減、

体育施設整備事業債の減
【主な歳出】�事業費の確定等による減、グループホーム新設のため、地域医療介護総合確保基金事業補助金を新規計上

令和7年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

600 万 7千円減額（国民健康保険事業費納付金の減）

令和7年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第3号）

1 億 2462万 7千円減額（施設介護サービス給付費の減）

令和7年度阿見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）

3059 万 3千円増額（後期高齢者医療広域連合納付金の保険料納付額の増）

令和７年度阿見町水道事業会計補正予算（第3号）

収益的収入を 249 万 7千円減額、収益的支出を 5779 万 4千円減額、資本的収入を 1億 8225 万 1千円減額、資本的
支出を 4億 4108万円 7千円減額（決算見込等による不用額の減）

令和７年度阿見町下水道事業会計補正予算（第3号）

収益的収入を 6599 万 8千円減額、収益的支出を 4077 万 4千円減額、資本的収入を 7402 万 4千円減額、資本的支出
を 9924万 8千円減額（決算見込等による不用額及び他会計補助金等の減）

令和8年度阿見町国民健康保険特別会計予算

令和 8年度阿見町国民健康保険特別会計予算の可決を求めるもの

令和8年度阿見町介護保険特別会計予算

令和 8年度阿見町介護保険特別会計予算の可決を求めるもの

令和8年度阿見町後期高齢者医療特別会計予算

令和 8年度阿見町後期高齢者医療特別会計予算の可決を求めるもの

令和8年度阿見町水道事業会計予算

令和 8年度阿見町水道事業会計予算の可決を求めるもの

令和8年度阿見町下水道事業会計予算

令和 8年度阿見町下水道事業会計予算の可決を求めるもの

財産の取得について（阿見町小学校入学祝い品支給ランドセル購入）

令和 9年度小学校等に入学する児童を対象に、入学祝い品としてランドセルを支給するため、町の財産として取得するも
の。契約金額（予定総額）1078万 1100円（予定価格 700万円以上の動産の買入れは議会の議決が必要）

公の施設の利用に関する協議について ※4 P9 参照

阿見町の公共下水道を土浦市住民の利用に供させる同市との協議について、地方自治法第 244 条の 3 第 3 項の規定によ
り、議会の議決を求めるもの

米国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃に端を発する紛争の即時停止と対話による平和的解決を強
く求める決議案について ※5 P9 参照

米国・イスラエルによるイランへの軍事攻撃は国連憲章に違反し、多くの民間人が犠牲となるなど人道的にも容認できな
いことから、すべての当事国に対し直ちに軍事行動を停止することを求めるとともに、国際的枠組みの中で平和的な解決
に向けた誠実な対話の再開を強く要請するもの

■撤回された議案
令和8年度阿見町一般会計予算　※市制施行関連予算が含まれるもの

令和 8年度阿見町一般会計予算の可決を求めるもの　※市制施行関連予算が含まれるもの
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問 �具体的にはどのようなことが考慮されるのか、理念をいかにして町民に浸透させていくのか。
答 �想定されるものとしては、手話であったり、点字であったり、
情報を、ウェブを活用したものにして、障害者にできるだけ
分かりやすく、コミュニケーションが図れるような取り組み
をしていく。町全体として協働することで、平等で互いを尊
重し、理解し合える社会を実現したいと考えている。周知の
方法としてはホームページや広報あみ、企業懇談会等を利用
しながらの企業への説明、区長会を通じての地域への啓発、
などを利用して進めたい。

問 �牛久阿見 IC周辺開発事業の委託料 2666万 4000円の減額内容はなにか。
答 �地区界測量業務で、事業協力者が決定せず事業区域の確定ができなかったため減額した。

問 �下水道事業会計繰出金 4193万 8000円の減額はなにか。
答 �雨水事業として実施している荒川本郷調整池の流末排水路整備の負担金と下水道事業全般に係る補助
金を減額した。

問 �下水道をつなぐことによって、土浦市民の費用負担は
下水道使用料の他に負担する物があるか。

答 �最初に払う受益者負担金があるが、分担金はない。

問 �相互利用はいつから発生するのか。
答 �相互利用の協定に基づき両議会の承認後、４月中に
協議を開始する予定なのでその段階から発生すると
思われる。

阿見町障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通の促進に関する条例の制定について
令和８年第１回定例会 民生教育常任委員会 ※1

令和７年度阿見町一般会計補正予算（第９号）
令和８年第１回定例会 産業建設常任委員会 ※3

公の施設の利用に関する協議について
令和８年第１回定例会 産業建設常任委員会 ※4

▲改定前後の通勤手当

阿見町職員の給与に関する条例の一部改正について
令和８年第１回定例会 総務常任委員会 ※2

令和７年度阿見町一般会計補正予算（第９号）
令和８年第１回定例会 総務常任委員会 ※3

問 �通勤手当の金額の根拠と、2km以上 10km未満
の区分が改定されない理由は。

答 �今回の改正は国の改正および人事院勧告に準じた
もの。公務員と民間との格差を埋めることが目的
であり、格差のない 10km未満は据え置かれた。
10km以上の距離区分で増額が行われ、正規職員
分で約 61 万 4000 円の予算増を見込んでいる。
今後も国の基準に基づき、適切に給与体系の整備
を進めていく。

問 �戸籍事務費における委託料の増額と、賃借料が大幅に減額された理由は。
答 �今年 5月から戸籍氏名に「フリガナ」を付与する法改正への対応として、システム改修委託料約 779
万円を計上したため。一方、システムの全国標準化に伴い既存設備を削減したほか、ガバメントクラウ
ド（AWS）の回線使用料が当初の見込みより約 736万円安価に抑制できたことなどから、賃借料全体
で約 936万円を減額。法改正への対応と、クラウド活用による運用コスト適正化を両立している。

問 �住民情報ネットワーク運営事業での 1500万円の減額の要因と、町債残高の見込みは。
答 �自治体システムの標準化に伴うガバメントクラウド移行費用を精査したため。データ通信料や為替変
動などを、事業の進捗に合わせて精査した結果、不用額が生じた。また、事業の確定に伴い町債を約 1
億 7830万円減額しており、令和 7年度末の町債残高は約 146億 1400万円となる見込み。今後も社
会情勢や為替の影響を注視し、効率的な予算執行と健全な財政運営に努める。

自宅から勤務場所までの距離 改定前 改定後
  2km以上   5km未満 2,000 円 2,000 円
  5km以上 10km未満 4,200 円 4,200 円
10km以上 15km未満 7,100 円 7,300 円
15km以上 20km未満 10,000 円 10,400 円
20km以上 25km未満 12,900 円 13,500 円
25km以上 30km未満 15,800 円 16,600 円
30km以上 35km未満 18,700 円 19,700 円
35km以上 40km未満 21,600 円 22,800 円
40km以上 45km未満 24,400 円 25,900 円
45km以上 50km未満 26,200 円 29,100 円
50km以上 55km未満 28,000 円 32,300 円
55km以上 60km未満 29,800 円 35,500 円
60km以上 31,600 円 38,700 円

流流入入区区域域見見取取図図

土浦市荒川沖東二丁目
107-8,110-3,110-4,110-5

行行政政界界 凡凡 例例

行行政政界界

流流入入区区域域

阿阿見見町町公公共共下下水水道道管管

利利用用者者排排水水設設備備

行行政政界界

阿見町公共下水道への区域外流入を行う地区

令和元年６月にも中東地域における緊張が高まっていたが、当時の安倍総理が自らイラン・
イスラム共和国を訪問し、当時のハメネイ最高指導者に対し、緊張緩和と情勢の安定化に取
り組んだ実績がある。今こそ、日本が再び同国に対する平和的解決に向けた外交努力を果た
すべきである。以上のことから、決議案第1号に賛成する。

武井 浩 議員

米国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃に端を発する紛争の即時停止と
対話による平和的解決を強く求める決議案について

令和８年第１回定例会 本会議（５日目） ※5

討 論 米国・イスラエルによるイランへの軍事攻撃は国連憲章に違反し、多くの
民間人が犠牲となるなど人道的にも容認できないことから、すべての当事
国に対し直ちに軍事行動を停止することを求めるとともに、国際的枠組み
の中で平和的な解決に向けた誠実な対話の再開を強く要請するもの。

内 

容

阿見町公共下水道デザインマンホール
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■賛否が分かれた議案等

議
決
結
果

賛
否
数

議員名

議案名 賛
成

野
口
雅
弘

筧
田　

聡

前
田
一
輝

小
川
秀
和

紙
井
和
美

武
井　

浩

武
藤
次
男

佐
々
木
芳
江

落
合　

剛

栗
田
敏
昌

石
引
大
介

倉
重
千
晶

栗
原
宜
行

海
野　

隆

久
保
谷
充

久
保
谷
実

吉
田
憲
市

細
田
正
幸

反
対

令和 8年度阿見町一般会計予算
※6 P10・11 参照

可
決

12
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × ×

5

令和 8年度阿見町一般会計予算の可決を求めるもの

※議長（野口雅弘議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「〇」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

今回の予算は、もともと市制施行を前提とした予算だった。市制施行は人口要
件を満たさず見送られたが、昨年 12月にはそのことが認識され、町長選挙告示
時にも同様の認識があったはずだ。にもかかわらず、市制施行のための予算を盛り込んだ予算を議会に
上程したことは、議会に対して誠実な対応だったとは言えない。また、町内に市制施行ののぼりを掲げ、
町民の期待を誤解させた可能性もある。
議会と執行部との間には情報の格差があるが、議会として何らかの責任があると感じている。市制施

行の準備に対しては慎重な対応を取るべきだった。議会がチェック機能を発揮できず、前のめりになっ
てしまったと言われても仕方がない。
取り下げられた予算案には、市制施行に関する予算が数千万円も計上されていた。私は、予算全体

について、市制施行に関わる影響をしっかりと検証して出しなおすべきだと主張してきた。出し直し
た本予算案でも、牛久阿見 IC周辺開発事業について、茨城県の直接施行との発表前の内容となっており、
さらに組み直さなければならない。
本予算案には、町民が期待する多くの事業が盛り込まれており、私自身が議会を通じて要望してき

たことも予算化されているため、反対することに躊
ちゅうちょ
躇はある。しかし、市制施行に関わる影響を再度

検証すべきと考え、本予算には反対する。

海野 隆 議員

令和 8年度一般会計予算案について、温水プール整備事業債（限度額 3680万
円）と、温水プール整備事業（予算額 8309万 5000 円）に対し、２つの理由か
ら反対する。
まず、温水プールの実施設計が令和 8年度に行われる予定だが、令和 7年度に発注した基本設計の

成果物がまだ納品されていない状態で実施設計を行うのは不自然だ。
さらに、温水プール建設予定地近くに、福島第一原子力発電所事故に起因する除染作業から発生した

放射能汚染土が埋設されており、今後 15年間は保管し続ける必要がある。予算決算特別委員会での説
明では、空間線量が基準値を下回っているとされたが、覆土されているため当然の結果である。万一、
工事で掘削してしまった場合、汚染濃度や線量が上がることが考えられ、そのことを心配している。
このようなリスクを伴う場所に温水プールを建設することに反対であり、予算案に反対する。

吉田 憲市 議員

令和 8年度一般会計予算案に反対する理由は 2つある。
1つ目は、温水プール建設が町民の健康を脅かす恐れがあることだ。温水プー

ル建設予定地には放射能汚染土が埋設されており、その場所が 5か所であることが新たに明らかになっ
た。放射性物質セシウム137を含む汚染土は、半減期が30年で、まだ15年は保管しなければならない。
このような不安定な場所で温水プールを建設することに懸念を抱く。また、阿見町は放射性物質汚染
対処特別措置法に基づく汚染地域に指定されており、安全確認が不十分なまま工事をするべきではな
いと考える。
2つ目は、阿見町の財政状況が厳しく、巨額の費用をかけて温水プールを建設することが適切ではな

いという点だ。町の財政調整基金は減少しており、温水プール建設には約 22億円、維持管理には約 1
億円が必要である。また、市制施行が見送られた影響も財政に大きな不透明さをもたらしている。
町議会は町民の皆さんの安全安心を守ることが最優先事項であり、また町民の暮らしを守るための

予算を優先するべきだと考え、予算案に反対する。

栗原 宜行 議員

令和 8年度一般会計予算案には、障害者総合支援法に基づく様々な福祉サービスの予算が組まれて
いる。障害者の居宅介護、自立訓練、就労定着支援など、障害者にとって大切な事業であり、大事な予
算である。また、町立小中学校体育館への空調設備設置工事の予算も組まれており、災害時の避難所と
しても活用されるので、学校体育館へのエアコン設置は、必要な予算である。このほか、町民生活に欠
かせない予算が沢山あり、私は令和８年度予算を一日も早く成立させることこそが町民福祉の向上につ
ながると確信している。よって、予算案に賛成する。

武井 浩 議員

限られた財源の中で、優先順位をつけて予算案が作成されている中、特に温水プール事業は必要な事
業だと考える。町長選挙でも争点となり、町民が選んだ結果として進められるべきだ。町長は町民に対
し丁寧に説明し、皆さんが喜んで利用できる施設を作りたいと発言している。
また、除染についても問題なく、施工時に配慮するとの答弁があった。水泳授業の充実にも寄与し、

特に水難事故が増えている現状で、温水プールができれば年間を通じて水泳授業を確保できるメリット
がある。さらに、温浴施設やトレーニングエリアが併設され、健康増進施設の機能も兼ね備えている。
これらの理由から、温水プール事業は町民の健康増進、教育環境の向上、そして利便性の向上に繋が

るものと考え、予算案に賛成する。

栗田 敏昌 議員

令和 8年度一般会計予算案には、子育て支援に向けた重要な施策が多く盛り込まれている。
地域子育て支援センターの開所や子育て世帯訪問支援事業、また温水プールの建設など、子育てしや

すい町づくりに向けた予算が多く計上されている。私は子育て世代の一員として、周囲の方々や町民の皆
さまからも大きな期待と感謝が寄せられていると感じている。
また、市制施行が取り止めとなったことは大きな出来事だったが、市制施行に向けた取り組みや職員

研修は貴重な財産となったと考えている。現実を受け止め、再び市制施行を目指して進んでいくことが
大切だと思い、本予算案をその第一歩として賛成する。

前田 一輝 議員

令和 8年度一般会計予算案に賛成する理由は、身の回りにある様々な小さな問題にさえも目を当て
た予算が組まれているからだ。防犯、伝統芸能、観光協会、シルバー人材センターや医療給付金など、
さまざまな課題に目を向け、きちんと予算配分がされている。
大きな問題がある中でも、前を向いて次の市制施行に向けて進んでいくべきだと考え、今回の予算案

に賛成する。

武藤 次男 議員

令和 8年度一般会計予算案には、阿見町の未来に大きな影響を与える事業が盛り込まれている。
特に、阿見牛久 IC 周辺開発事業には茨城県の協力が得られ、町の発展に向けて重要なチャンスとなる。

町と県が連携し、早期に実施することが町の発展に不可欠だ。
また、温水プール整備事業も、学校プールの集約と町民利用を両立させるもので、子どもたちのプー

ル授業の時間確保が難しくなっている現状を改善する重要な施策だ。プール授業は楽しい学校の思い出
を作るものであり、子どもたちが楽しく学ぶ機会・環境を整備することは町の責任であると考える。
これらの理由から、予算案に賛成する。

石引 大介 議員

令和8年度阿見町一般会計予算
令和８年第１回定例会 本会議（５日目） ※6
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
員
活
動
報
告

議
会
日
誌

一
般
質
問

審
議
結
果

一

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

8 人の議員
　　　町政を問う！

一般質問は、議員が町政全般に対して現状の確認や方針を問うものです。
掲載している内容は、質問者の確認のもと要約し、議会だより編集委員会が
校正したものを掲載しています。

一 般 質 問

動 画
視 聴

議 会
傍 聴
議会の傍聴を希望される方は、会議の当日に�
役場 3 階議会事務局までお越しください。
1傍聴受付証の交付を受けてください
2傍聴受付証は先着順にお渡しします
3傍聴席数は次の通りです
　本会議 30 席・委員会 9 席・全員協議会 7 席

手続きは簡単
ぜひ傍聴してみてください

動 画
視 聴

議 会
傍 聴

議会の様子の録画を下記から公開しています。
【YouTube チャンネル『茨城県阿見町議会』】
※QR コードを読み込んで視聴できます。
※チャンネル登録をすると、動画が
　配信された時に通知が届くように
　できるなど視聴しやすくなります。

動画でご覧いただけます

■全議員が賛成した議案等
専決処分の承認を求めることについて（阿見町都市計画税条例の一部改正について）
令和８年度税制改正による地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、阿見町都市計画税条例に
反映させる必要が生じたために行った専決処分の承認を求めるもの。
専決処分の承認を求めることについて（阿見町国民健康保険税条例の一部改正について）
令和８年度税制改正による地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、令和８年度より子ども・
子育て支援納付金課税額を創設し、所得割 0.3％、均等割 1600 円及び賦課限度額を 3万円とするなどの法改
正の内容を、阿見町国民健康保険税条例に反映させる必要が生じたために行った専決処分の承認を求めるもの。
専決処分の承認を求めることについて（阿見町医療福祉費支給に関する条例の一部改正について）
令和 7年度税制改正により政令等が改正されたため、県の医療福祉対策要綱及び医療福祉対策実施要領の一部
を改正したことに伴い、阿見町医療福祉費支給に関する条例に反映させる必要が生じたために行った専決処分の
承認を求めるもの。
専決処分の承認を求めることについて（阿見町介護保険条例の一部改正について）
介護保険法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、令和 8年度の介護保険料の減免について、阿見町介護
保険条例に反映させる必要が生じたために行った専決処分の承認を求めるもの。
阿見町監査委員の選任につき同意を求めることについて
議員から選出される監査委員の選任について議会の同意を求めるもの

令和 8 年第 2 回臨時会

令和 8 年 4 月 6 日 ▲

問	

全
国
的
に
窓
口
時
間
を
短
縮
し
て
い

る
自
治
体
は
増
加
し
て
い
る
。
時
間
外

勤
務
の
縮
減
、
働
き
方
改
革
と
し
て
、

町
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

先
進
事
例
を
参
考
に
実
施
時
期
な
ど

の
課
題
を
整
理
し
、
十
分
な
調
査
研
究

を
行
い
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
く
。

	

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
・
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て

問	

書
か
な
い
窓
口
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

答	

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
の
拡
大
な
ど
、

業
務
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
。

問	

文
書
の
電
子
化
を
推
進
し
、
書
庫
を

職
員
休
憩
室
に
転
用
し
て
は
ど
う
か
。

答	

文
書
電
子
化
の
進
捗
と
合
わ
せ
て
改

修
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問	

静
岡
県
富
士
市
で
は
、
働
き
方
改
革

を
含
め
た
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
ど
う
か
。

答	

大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

当
町
に
適
し
た
方
法
を
模
索
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

	

児
童
虐
待
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

問	

町
の
対
応
は
。

答	

お
や
こ
支
援
課
内
の
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
保
健
・
福
祉
・
教

育
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
包
括
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問	

学
校
の
対
応
は
。

答	

該
当
す
る
疑
い
が
見
ら
れ
た
ら
、
家

庭
内
の
状
況
把
握
を
し
て
、
関
係
各
課
、

児
童
相
談
所
や
警
察
と
も
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
。

役
場
等
の
窓
口
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て

武
井 

浩 

議
員

▲ 阿見町役場 1階窓口の様子

■賛否が分かれた議案等

議
決
結
果

賛
否
数

議員名

議案名 賛
成

野
口
雅
弘

筧
田　

聡

前
田
一
輝

小
川
秀
和

紙
井
和
美

武
井　

浩

武
藤
次
男

佐
々
木
芳
江

落
合　

剛

栗
田
敏
昌

石
引
大
介

倉
重
千
晶

栗
原
宜
行

海
野　

隆

久
保
谷
充

久
保
谷
実

吉
田
憲
市

細
田
正
幸

反
対

専決処分の承認を求めることについて
（阿見町税条例の一部改正について）
※7 P12 参照

可
決

16
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

1

令和８年度税制改正による地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、住民税関係では、住宅ローン控除の
適用期限の延長、軽自動車税関係では、環境性能割の廃止、固定資産税関係では、わがまち特例の追加等の法改正の内容を、
阿見町税条例に反映させる必要が生じたために行った専決処分の承認を求めるもの。

※議長（野口雅弘議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「〇」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

防衛特別所得税の創設及び復興特別所得税の期限 10年延長による一部改正につい
ては、現下の国際状況で外交や国際連携を強化することにより緊張緩和を図るべきで、
物価高騰など厳しい家計状況にある中でいたずらに防衛予算のために増税することに
ついて反対する。

海野 隆 議員

専決処分の承認を求めることについて（阿見町税条例の一部改正について）
令和８年第２回臨時会 本会議 ※7
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

問	

町
有
地
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
一
部

改
訂
は
ど
の
よ
う
に
改
訂
し
た
の
か
。

答	

令
和
７
年
12
月
22
日
に
一
般
競
争
入

札
に
よ
る
処
分
も
可
能
と
し
た
。

問	

こ
れ
ま
で
公
募
に
よ
る
処
分
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
。

答	

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
に
よ
り
９
ブ
ロ
ッ

ク
を
処
分
し
た
。

問	

残
り
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に

処
分
す
る
の
か
。

答	

２
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
般
競
争
入
札
で
処

分
し
、
残
り
２
ブ
ロ
ッ
ク
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
公
募
に
す
る
予
定
だ
。

問	

過
去
の
公
募
に
よ
る
売
却
価
格
と
鑑

定
額
に
乖
離
は
あ
る
か
。

答	

乖
離
は
な
い
が
、
一
体
的
な
開
発
条

件
を
付
さ
な
い
場
合
の
市
場
価
格
と
比

較
し
た
場
合
は
、
３
割
程
度
乖
離
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

	

第
７
次
総
合
計
画
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か

～「
誰
も
が
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」は
順
調
か
～

問	

陸
上
競
技
場
の
改
修
予
定
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答	

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
改
修
を
予
定
し
て

い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
は
危
険
箇
所
や

修
繕
が
必
要
な
箇
所
の
優
先
順
位
を
定

め
対
応
す
る
。

問	

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ゴ
ー
ル
付
近
は
い

つ
頃
改
修
す
る
の
か
。

答	

前
回
の
改
修
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
表
面
ゴ
ム
の
劣
化
を
確
認
し

て
い
る
。
利
用
者
や
利
用
団
体
の
ご
意

見
を
伺
い
、
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
。

荒
川
本
郷
地
区
の
町
有
地
売
却
に
つ
い
て

栗
原 

宜
行 

議
員

問	

あ
み
ま
る
く
ん
利
用
促
進
以
外
に
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
活
用
の
検
討
は
。

答	

当
町
が
実
施
す
る
も
の
は
タ
ク
シ
ー

の
配
車
困
難
な
状
況
に
は
な
い
為
、
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
な
く
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
あ
み
ま
る
く
ん
の
拡
充
を

予
定
し
て
い
る
。

問	

行
政
区
に
お
け
る
自
発
的
な
移
動
支

援
に
問
題
は
な
い
か
。

答	

自
治
会
活
動
移
動
支
援
は
会
費
か
ら

運
送
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
車
両
調
達
、
運

転
報
酬
等
の
支
払
い
が
可
能
で
あ
り
、

こ
の
範
囲
で
は
問
題
な
い
。

問	

行
政
区
に
よ
る
移
動
支
援
に
対
す
る

助
成
は
可
能
か
。

答	

阿
見
町
地
域
公
共
交
通
計
画
改
定
タ

イ
ミ
ン
グ
で
検
討
を
行
う
。

	
一
般
社
団
法
人

あ
み
観
光
協
会
に
つ
い
て

問	

商
工
観
光
課
と
の
役
割
分
担
は
。

答	

商
工
観
光
課
は
ビ
ジ
ョ
ン
と
基
本
方

針
の
策
定
。

問	

あ
み
観
光
協
会
の
人
員
は
十
分
か
。

答	

現
状
事
務
局
長
含
め
６
人
体
制
で
現

段
階
で
は
十
分
で
あ
る
。

問	

あ
み
観
光
協
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め

の
支
援
は
ど
う
か
。

答	

町
か
ら
あ
み
観
光
協
会
へ
は
人
的
支

援
と
し
て
役
員
３
名
、
事
務
局
員
２
名
、

物
的
支
援
と
し
て
は
事
務
所
他
当
町
施

設
を
提
供
。
事
業
支
援
は
財
政
的
支
援

等
を
実
施
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◯	�

県
内
自
治
体
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
関
係
団

体
の
協
定
締
結
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

武
藤 

次
男 

議
員

▲ あみまるくん

問	

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
導
入
の
背
景
と
一

次
公
開
以
降
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
。

答	

当
町
の
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
は
霞
ヶ

浦
の
水
質
浄
化
に
関
す
る
啓
発
に
よ
り

「
泳
げ
る
霞
ヶ
浦
」
を
取
り
戻
す
目
的
が

あ
る
。
一
次
公
開
か
ら
の
利
用
者
数
は

８
４
０
人
。

問	

今
後
の
参
加
促
進
策
に
つ
い
て
。

答	

広
報
誌
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
み

メ
ー
ル
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。
今
後

は
公
共
施
設
、
町
や
民
間
企
業
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
体
験
ブ
ー
ス
出
展
に
取
り

組
む
。

問	

コ
ン
テ
ン
ツ
の
更
新
頻
度
及
び
今
後

の
拡
張
計
画
に
つ
い
て
。

答	

３
月
16
日
に
は
二
次
公
開
と
し
て
、

ゲ
ー
ム
性
を
有
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡

張
を
予
定
し
て
い
る
。
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
段
階
的
な
充
実
を
図
る
。

問	

既
に
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
運
用
し
て

い
る
他
の
自
治
体
と
の
比
較
に
つ
い
て
。

答	

他
自
治
体
と
比
較
は
目
的
や
規
模
、

運
用
方
法
が
異
な
る
の
で
一
概
に
は
難

し
い
。
し
か
し
、
有
益
な
事
例
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
な

が
ら
よ
り
良
い
運
用
に
つ
な
げ
る
。

問	

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
学
校
教
育
と
の
連

携
に
つ
い
て
。

答	

現
時
点
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
と
申

請
手
続
き
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
学
校

教
育
と
の
連
携
は
具
体
的
に
決
定
し
て

い
る
取
り
組
み
は
な
い
。
今
後
は
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
や
活
用
状
況
の
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
の
運
用
に
つ
い
て

前
田 

一
輝 

議
員

▲ 阿見町公式メタバース空間

問	

マ
イ
ナ
保
険
証
の
代
替
と
し
て
の
資

格
確
認
書
の
発
行
状
況
は
。

答	

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
12
月
分
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

者
数
は
６
２
４
８
人
で
、
登
録
率
70
％
、

利
用
率
は
57・５
％
で
あ
る
。
資
格
確
認

書
の
発
行
者
数
は
２
６
７
３
人
で
あ
る
。

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
支
え
る
「
自
治
体

シ
ス
テ
ム
標
準
化
」
の
状
況
に
つ
い
て

問	

標
準
化
と
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
移

行
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
、
国
の
支
援

が
終
了
し
た
場
合
、
現
時
点
で
の
当
町

と
し
て
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
増
加
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

答	

令
和
８
年
度
に
お
け
る
基
幹
シ
ス
テ

ム
全
体
の
運
用
費
用
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
と
比
べ
最
大
５
千
万
円
程
度

の
コ
ス
ト
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。
増

加
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
な
が
ら
コ
ス
ト
の
最
適
化

を
図
る
。

問	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
と
「
自
治
体
シ

ス
テ
ム
標
準
化
」
に
つ
い
て
住
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
、
政
府
や

ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
に
よ
る
透
明
性
は
重

要
だ
。
自
治
体
と
し
て
独
自
に
検
証
す

る
仕
組
は
構
築
し
て
い
る
か
。

答	

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱
う

デ
ー
タ
は
、
個
人
情
報
そ
の
も
の
で
あ

り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
利
用
が
お
こ
な

わ
れ
な
い
よ
う
厳
重
に
管
理
さ
れ
る
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
事
業

者
は
非
常
に
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件

を
満
た
し
た
上
で
選
定
さ
れ
、
監
査
な

ど
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
と

し
て
独
自
に
検
証
す
る
こ
と
は
想
定
し

て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
代
替
と
し
て
の

資
格
確
認
書
の
状
況
に
つ
い
て

佐
々
木 

芳
江 

議
員

▲ 荒川本郷地区町有地売却先

年度 処分先 ㎡当たり
平均販売価格 販売金額 ブロック

H29 ネオポリス 4,352円 6,533万円 G

R1 オーズブレーン 4,016円 3,803万円 H

R2 ネオポリス 3,927円 2,902万円 B1

R2 ネオポリス 3,612円 11,228万円 K

R2 オーズブレーン 4,242円 6,810万円 C

R4 ネオポリス 4,214円 8,840万円 E

R6 ネオポリス 5,678円 8,691万円 L

阿見町公式
メタバース空間を
公開しました

阿見町公式
メタバース空間に
入るにはこちら

02あみ議会だより　第 188号　令和 8年 5月 8日発行 1415

https://www.youtube.com/watch?v=4fXD9c8tQbA
https://www.youtube.com/watch?v=Myu68EWR-Ig
https://www.youtube.com/watch?v=ev1Z2famCFs
https://www.youtube.com/watch?v=kWr9hwUoVGw
https://www.sdgs-ami.ibaraki.jp/futurecity/%E8%A4%87%E8%A3%BD-%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E9%83%BD%E5%B8%82%E8%A8%88%E7%94%BB-1
https://www.ticket.xrcloud.jp/monocg/connect/guest/event_5c595870-19af-4039-81e7-851626364c5a
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

問	

阿
見
中
学
校
隣
接
地
に
温
水
プ
ー
ル

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
経

過
で
進
め
ら
れ
て
来
た
の
か
。

答	

令
和
３
年
度
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
町
に
不
足
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
屋
内
プ
ー
ル
が
最
も
多
い
回

答
だ
っ
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
議

員
２
名
か
ら
温
水
プ
ー
ル
整
備
を
望
む

主
旨
の
一
般
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
の
背

景
か
ら
第
７
次
総
合
計
画
で
屋
内
プ
ー

ル
の
整
備
の
検
討
を
位
置
づ
け
た
。

問	

県
内
市
町
村
で
温
水
プ
ー
ル
を
持
っ

て
い
る
市
町
村
は
何
か
所
あ
る
か
。

答	

令
和
８
年
２
月
時
点
で
30
市
町
村
と

な
っ
て
い
る
。

問	

近
隣
の
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
土
浦
茨
城

ジ
ョ
イ
フ
ル
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

に
温
水
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ー
ル
が
あ
る
が
、

児
童
生
徒
１
人
１
時
間
１
１
０
０
円
で

利
用
で
き
る
。
そ
の
方
が
財
政
負
担
も

少
な
く
、
現
実
的
で
は
な
い
か
。

答	

今
年
度
、
当
該
施
設
を
活
用
し
水

泳
授
業
を
実
施
し
た
が
、
水
泳
授
業

に
要
し
た
児
童
生
徒
１
人
１
回
当
た

り
の
経
費
は
約
３
７
０
０
円
と
な
り
、

１
１
０
０
円
は
特
定
期
間
に
実
施
さ
れ

る
短
期
講
習
の
特
別
料
金
で
あ
る
。
当

該
施
設
は
近
隣
自
治
体
も
利
用
す
る
た

め
、
希
望
日
程
の
確
保
が
困
難
だ
。
そ

の
結
果
、
学
習
指
導
要
領
で
は
年
間
約

10
時
間
の
授
業
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る

が
、当
町
で
は
年
間
４
時
間
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
規
模
の
大
き
い
小
中
学
校
で

は
更
に
少
な
い
。
学
習
機
会
を
保
障
す

る
た
め
、
町
が
管
理
運
営
で
き
る
温
水

プ
ー
ル
の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

温
水
プ
ー
ル
設
置
の
計
画
は

ど
う
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か

細
田 

正
幸 

議
員

▲ 温水プール建設予定地

問	

信
頼
あ
る
行
政
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
阿
見
町
民
が
共
有
す
る

阿
見
町
の
現
状
を
理
解
で
き
る
「
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
」
が
必
要
。
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

を
作
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答	

自
治
体
運
営
に
お
い
て
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
形
成
と
、
そ
れ

を
分
か
り
や
す
く
公
表
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

阿
見
町
の
現
状
理
解
の
促
進
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
情
報
は
公
開
し
て
い
る
が
、

一
覧
性
や
分
か
り
や
す
さ
の
面
で
は
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
阿
見
町

に
相
応
し
い
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
在
り
方

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

問	

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
作
成
の
担
当
課
も
時

期
も
明
確
で
な
い
。ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
行
政
用

語
で
「
調
査
研
究
を
進
め
る
」
と
い
う

の
は
「
検
討
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
と

同
義
語
だ
。「
自
治
体
運
営
に
お
い
て
極

め
て
重
要
だ
」
と
認
識
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
担
当
課
と
時
期
を
明
示
し
て

答
弁
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

速
や
か
に
関
係
各
課
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
具
体
化
に
向
け
て
着
実
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
段
階
的

に
な
る
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
速
や
か

に
対
応
で
き
る
部
分
か
ら
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◯	�

温
水
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て
（
熱
源

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
）

◯	�

町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
（
阿
見
町
長

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
削
除
さ
れ
た
記
事
に
つ
い
て
）

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
つ
い
て

海
野 

隆 

議
員

▲ グラフ郡山「データブック」2025

問	

当
町
の
小
中
学
校
の
防
災
訓
練
や
防

災
学
習
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

火
災
及
び
地
震
対
応
訓
練
を
緊
張
感

を
も
っ
て
行
い
、
地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
や
校
内
危
険
個
所
の
安
全
点

検
も
行
っ
て
い
る
。

問	

学
校
で
の
訓
練
で
課
題
は
あ
る
か
。

答	

火
事
煙
体
験
や
地
震
車
体
験
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
実
体
験
に
即
し

た
経
験
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

防
災
士
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
図
れ

る
と
よ
い
と
考
え
る
。

問	

教
員
の
負
担
減
を
考
慮
し
な
が
ら
の

防
災
体
験
学
習
取
り
組
み
へ
の
考
え
は
。

答	

教
員
の
休
日
出
勤
は
難
し
い
。
地
域

や
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
内
容
や
時

期
を
検
討
し
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重

要
だ
。
学
校
運
営
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
連
携
も
視
野
に
考
え
る
。

問	
良
い
も
の
を
作
る
う
え
で
部
署
間
を

超
え
た
連
携
の
構
築
が
大
事
で
は
。

答	

今
後
防
災
危
機
管
理
課
や
関
係
部
署

と
の
連
携
を
継
続
的
に
深
め
て
い
く
。

	

障
害
の
あ
る
方
の
避
難
所
で
の
包
括
的
な
配

慮
や
外
国
人
の
避
難
所
で
の
対
応
に
つ
い
て

問	

避
難
所
を
運
営
す
る
う
え
で
の
職
員

や
関
係
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
進
展
は
。

答	

担
当
職
員
に
避
難
所
開
設
訓
練
を
実

施
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
研
修
会
へ

の
参
加
を
通
じ
て
専
門
性
と
指
導
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問	

外
国
人
住
民
の
訓
練
の
参
加
は
。

答	

適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
は
顔
の
見
え
る

関
係
の
構
築
を
進
め
る
。

防
災
体
験
学
習
に
つ
い
て

小
川 
秀
和 

議
員

▲ 霞ケ浦聾学校での防災訓練

　令和８年２月５日に高野好央議員から辞職願が提出されたため、地方自治法第 126 条ただ
し書の規定に基づき、同日付で議長がこれを許可しました。

【辞職】

　高野好央副議長の辞職に伴い、令和８年第１回定例会において副議長選挙が行われ、石引
大介議員が副議長に選出されました。石引大介副議長の任期は、前任副議長の残任期間です。

【副議長就任】

　高野好央議員の辞職により令和８年２月 22 日に執行された阿見町議会議員補欠選挙で、
倉重千晶議員が当選しました。

新人議員インタビュー 　 お名前　　倉 重   千 晶　　　　　　　　　

① 趣味、特技	 日本舞踊、お囃子、ひょっとこ踊り
② 阿見町のお気に入りスポット　予科練平和記念館、あみアウトレット
③ 抱　負	� 生まれも育ちも阿見町。元小学校教員としての経験を生かし、 

子育て世代から高齢者まで安心して暮らせる町づくりに取り組みます。

【新任議員】

02あみ議会だより　第 188号　令和 8年 5月 8日発行 1617

https://www.youtube.com/watch?v=xqFEZj-Fj8E
https://www.youtube.com/watch?v=OMhqrlnqAPA
https://www.youtube.com/watch?v=-DBzr2nqxRc
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総務常任委員会では、活動テーマ（重点調査事項）を「市制施行をめざした安心・快適なまちづくり」
とし、それに沿って４つの事項について調査、研究する計画を立てた。
令和６年度は、「防犯・防災に強いまちづくりについて」と「ごみ処理施設（災害ごみ）について」
を調査事項として、町内の施設や県外の自治体を中心に先進地行政視察等を積極的に実施した。当町
においても消防団員数の減少傾向にあることから、消防団員の確保について、また東日本大震災にお
ける災害廃棄物処理について、経験した各自治体からの説明を受け、現状を把握するとともに意見交
換を実施した。
令和７年度は、「地域力の向上について」と「行政のより良い仕組みについて」を調査事項として、
町内の施設や県外の自治体を中心にテーマに沿って先進地行政視察等を積極的に実施した。当町にお
いて業務委託を締結しているNPO法人マリッジクラブを訪問し、現在の取り組み状況や課題などに
ついて、説明を受け、現状を把握した。また、ごみの再資源化、電子町内会推進事業、結婚推進支援
事業の取り組みについて、先進自治体からの説明を受け、現状を把握するとともに意見交換を実施し
た。
視察には、執行部から所管する部長も同行し、視察先における説明及び質疑応答を介して、今後の
阿見町での課題について理解を深めた。

民生教育常任委員会では、令和８年 1月 20日に兵庫県神戸市を、翌 21日に兵庫県明石市を訪問し、
今年度の活動計画に沿った視察研修を実施した。

神戸市では、高齢福祉課より認知症「神戸モデル」の取り組みについて、こうべオレンジカフェの
取り組みについて説明を受けた。認知症「神戸モデル」は、認知症の人やその家族が安心して暮らし
続けていくことを目指した全国に先駆けた神戸発
の取り組みで、早期受診を支援する「認知症診断
助成制度」と、外出時の安心を支える「認知症事
故救済制度」を導入しており、これらの制度は、
社会全体で支える仕組みとして個人市民税均等割
1人あたり年間 400 円の超過課税の財源でまか
なっているとのことであった。
こうべオレンジカフェは、誰もが気軽に参加で
きる集いの場であり、茶話会や体操、家族の日頃
の悩み・不安の共有などを行っているとのことで
あった。

明石市では、インクルーシブ推進課よりあかしインクルーシブ条例について、認知症を支援する取
り組みについての説明を受けた。明石市は、2015年 4月に「手話言語・障害者コミュニケーション
条例」を全国で初めて制定、2016年 4月には「障害者配慮条例」を制定、誰もが暮らしやすいまち
として、年齢・性別・障害・国籍などに関わらず、すべての人が安心して自分らしく生きられるイン
クルーシブなまちづくりを実現するため、2022年 4月に「あかしインクルーシブ条例」を制定した。
障害者に特化した条例ではなく、すべての人が大切にされ、誰一人取り残されることのないインクルー
シブ社会を実現するために、全庁横断的な体制のもと様々な分野において具体的な施策を推進してい
る。また、「インクルーシブアドバイザー制度」を導入し、バリアフリーについて気軽に相談できる
とのことであった。
次に、明石市高齢者総合支援室より、認知症あんしんプロジェクトについての説明を受けた。明石
市では、認知症になっても、みんなで支えあい、住み慣れた地域で、あんしんして暮らせる地域共生
社会の実現に向けて、包括的・継続的な総合支援に取り組んでいるとのことであった。具体的には、
認知症予防対策として難聴により生活に支障が生じているすべての高齢者を対象に、所得制限を設け
ず、補聴器の新規購入費に対して上限 2万円を助成、早期発見・早期受診対策として 75歳を迎えた
方へ自己診断を行うための「あかしオレンジチェックシート」を送付、チェックシートの結果認知症
の疑いがある人に受診を勧め診断費用を全額助成、認知症と診断された方にはGPS 基本使用料 1年
分無料またはタクシー券 6000円分を給付、在宅支援のため認知症サポート給付金として 2万円を給

付しているとのことであった。また、令和 4年 4
月に「認知症あんしんまちづくり条例」を制定し、
関係機関等と連携しながら、継続的に認知症施策
の推進を図っているとのことであった。
当町の第７次総合計画においての将来像「地域
力が高く誰もが幸せに暮らせるまち」の実現に向
け、「あかしインクルーシブ条例」や 「認知症あん
しんまちづくり条例」の取り組みは、非常に参考
となった。

委員会活動 Until April
2026

各議員が専門的な委員会に分かれて、議案や請
願・陳情などの審査、視察や研修を行う各常任
委員会や特別委員会の活動をご報告します。

委員会の仕組みについては下記をご参照ください。
https://www.town.ami.lg.jp/0000000990.html

議員の仕事
は会議だけじ

ゃない！

現場も大事
なんだ！

令和８年３月18日 阿見町役場

総務常任委員会
令和６年度・令和７年度の委員会活動を報告

令和８年
１月20～21日

兵庫県
神戸市・明石市

民生教育常任委員会
高齢者福祉および障害者福祉についての
視察を実施

先進地視察（ごみ処理施設）の様子

神戸市での研修の様子

明石市での研修の様子
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民生教育常任委員会では、活動テーマ（重点調査事項）を「誰一人取り残さない阿見町をつくるた
めに」とし、令和６年度は教育分野、令和７年度は福祉分野を調査、研究する計画を立てた。
令和６年度は、学校給食費無償化、学用品無償化および給食食材の有機農産物活用について所管事
務調査を実施したほか、義務教育無料化のために学用品や制服、教材費の実態についてアンケート調
査を実施した。学校給食費無償化及び学用品無償化については、「教育費の保護者負担の軽減に関す
る提言書」としてとりまとめた提言書を議長から町長に提出した。また、阿見第二小学校、君原小学校、
朝日中学校、教育相談センターへの視察を実施し、実際の様子を見ることができた。
令和７年度は、待機児童問題、障害者福祉、高齢者福祉等に焦点を当て、担当課へのヒアリングや、
町内施設および先進地への行政視察を積極的に実施し調査研究を行った。町内視察では７か所の福祉
施設で視察を行い、高齢者や障害者への支援の現状を把握し、今後の課題を知ることができた。また、
先進地である兵庫県神戸市と
明石市への行政視察を行った。
高齢者や障害者支援を含め、
みんなが暮らしやすいまちづ
くり施策を推進する先進事例
は、当町の第７次総合計画に
おいての将来像「地域力が高
く誰もが幸せに暮らせるまち」
の実現に向け参考となった。

令和８年３月18日 阿見町役場令和６年度・令和７年度の委員会活動を報告

令和８年３月18日 阿見町役場令和６年度・令和７年度の委員会活動を報告

令和８年１月21日 茨城県行方市

産業建設常任委員会
「なめがたブランド」についての視察を実施

産業建設常任委員会では、活動テーマ（重点調査事項）を「市制施行を支える都市開発・まちづくり」
とし、そのほか４つの事項を計画書に掲げるとともに、執行部への聞き取りや先進地視察・町内の現
地調査を積極的に実施した。
個別調査事項の「荒川本郷地区周辺の都市開発・まちづくり」については、関係部署からのヒアリ
ングを３回にわたって行うとともに、開発が進む荒川本郷地区中心エリアの視察や、都市開発・まち
づくりを広く支える上水道施設・下水道施設の視察を行った。
「公共交通」については、主に県内外の行政視察を通じ、ＬＲＴや自動運転バスなどの先進事例につ
いて調査を行った。
「牛久阿見インターチェンジ周辺及び上本郷・中根区域の都市開発・まちづくり」については、関係
部署からの進捗状況ヒアリングを行った後、県内外の圏央道沿線で開発が進む先行地行政視察を実施
した。
「地域経済の活性化について」は、町内で
は商工会・清明川土地改良区事務所への視
察、県内では地域ブランドの先行地視察を
行い、県外ではふるさと納税、地域通貨の
先行地行政視察を実施した。
それぞれの先進地行政視察には、執行部
から所管部署の部課長も同行したため、委
員会の問題意識を共有するとともに、先進
地の状況について理解を深めることにもつ
ながった。

令和７年度の活動計画に基づき、市制施行を見据えた今後の都市開発・まちづくりについての視察
を行った。
行方市では、サツマイモを中心に、野菜、豚肉、
湖魚 ( かわざかな ) などの高品質な特産品を「な
めがたブランド」として推進しており、「なめが
たブランド」の特産品を取り扱っている「行方市
観光物産館こいこい」を訪問し、直売所の様子を
視察した。直売所では特産品のサツマイモが数多
く並び、その他トマトやかぼちゃ、かぼす、加工
品では干し芋や焼酎、ブランド豚「美明豚 ( びめ
いとん )」を使用したシュウマイ、冷凍加工され
たアメリカナマズなど数多くの商品が並び、多く
の人が訪れていた。
次に「らぽっぽなめがたファーマーズヴィレッジ」と、併設する「やきいもファクトリーミュージ
アム」を訪問した。「らぽっぽなめがたファーマーズヴィレッジ」は、廃校となった旧小学校跡地や
耕作放棄地を活用した体験型農業テーマパークで、年間 10万人を超える来場者が訪れる観光施設の
面も持ち合わせており、施設内はサツマイモを使用した数多くの商品が並び、併設する「やきいもファ

町内小中学校等の視察の様子

先進地視察（圏央道沿線の区画整理事業地）の様子

行方市観光物産館こいこい

自治功労表彰
議会活動を通して、地方自治振興に寄与された
功績に対し、全国町村議会議長会から久保谷実議
員が表彰された。

在職 27年以上：久保谷実議員

クトリーミュージアム」ではサツマイモの歴史や
最先端の工場見学を体験でき、この施設が行方市
のサツマイモの普及拡大活動の中心となる施設で
あることを感じられた。
実際に現地で「なめがたブランド」の状況を確
認し、ブランド化の推進において色々な視座を感
じることができた。

らぽっぽなめがたファーマーズヴィレッジ
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議会活動 Until April
2026

議会が一丸となって二元代表制の一翼を担うべ
く、町政運営の調査・監視及び評価を行い、政策
の立案・提言を行っています。
議会改革が進み、マニフェスト大賞での優秀躍
進賞の受賞など成果が出てきたことから、議会
改革の視察受け入れが増えています。

進・議・帯　 進め議会！

連帯 ・ 連携！

令和８年３月18日 阿見町役場

広聴広報特別委員会
広聴広報特別委員会報告書を議長に提出

広聴広報特別委員会では、令和 6年 6月から約 2年に渡って調査研究を行ってきたが、このたび調
査を終了して、議長に報告書を提出した。調査項目と調査結果の概要は、次のとおり。

【１　議会報告会の効果的な運営】
議会報告会の主会場を議場とし、日常的には立ち入りが制限されている議場を開放することで臨場
感を高め、参加者に議員席・執行部席へ実際に着席してもらうことで、議会との物理的・心理的距離
の縮小を図った。
また名称を親しみやすい「あみトーク」
へ改め、対話重視の姿勢を明確にすると
ともに、議会をさらに身近に感じてもら
うことを目的として、議員が案内役を務
める体験型企画「議会ツアー」を導入した。
「報告を聞く場」から「参加し、体験し、
語り合う場」へのコンセプト刷新を行い、
グループ単位での意見交換を充実させた
結果、参加者から高い満足度を得ること
ができた。

【２　議会モニター制度の適確な運用】
議会モニター制度について、形骸化を防ぎ、より実効性の高い制度へ再構築することを目的として、
先進事例である埼玉県戸田市議会を視察の上、制度の見直しを行った。視察結果を踏まえ、応募資格
の拡大、要綱の改正、職務の明確化、意見の取り扱いフローの整理など、制度全体の再定義を進めた。
見直し後の制度に基づく議会モニターの募集は実施しており、令和８年４月から改めて議会モニ
ター制度の運用を開始する。

【３　議員カフェ（素案）の具現化に資する検討】
前委員会から引き継いだ「議員カフェ（素案）」について、対象層を明確にした「放課後議員カフェ」
と、町内イベントを活用する「催事型」の二つの方向性から検討を行い、実施可能性と効果について
整理した。
催事型の議員カフェについては、課題整理と基礎資料の作成を行い、放課後議員カフェについては、
町内の３中学校と霞ヶ浦高等学校を議員が訪問する形で実施した。主権者教育の観点から、次世代を
担う若者との対話機会の創出を目的としたものだったが、参加した生徒の満足度は高く、議会への関
心が高まったとの意見も多く寄せられた。

【調査終了に当たって】
本委員会による調査・研究活動の成果を踏まえ、次期委員会においては、
議会報告会（あみトーク）の継続と改善、放課後議員カフェの定着と展開、
新たな議会モニター制度の運用開始と検証、そして広報機能の強化と連携
について、特に検討・推進していただきたい。本委員会の調査・研究が阿
見町議会の発展と町民福祉の向上に寄与することを願う。

議会報告会の様子

栃木県佐野市議会から議会活性化検討委員会の委員6名と、事務局４名の合計10名が来庁され、
議会改革アドバイザー制度について視察された。
当議会からは正副議長、議会運営委員会委員長が出席し、議会改革アドバイザー制度について
紹介した。
その後の質疑応答では、オンライン委員会の開催について、議会だよりについて、議会モニター
について等、幅広く質問をいただいた。それらに対する回答を通じ議会活性化についての意見交
換が行われ、充実した研修と
なった。

群馬県玉村町議会から議会運営委員会の委員６名、議長、事務局２名の合計９名が来庁され、
議会改革の取り組みについて視察された。
当議会からは正副議長が出席し、議会改革アドバイザー制度、オンライン会議の体制づくり、
議会モニター制度、議会報告会および意見交換会について紹介した。
その後の質疑応答では、阿見町の人口推移や投票率について、会議の傍聴や配信について、町
民への周知方法について等、多岐にわたる質問をいただいた。それらに対する回答を通じ議会改
革についての幅広い意見交換が
行われ、有意義な研修となった。

令和８年１月27日 阿見町役場栃木県佐野市議会が来庁

令和８年１月28日 阿見町役場群馬県玉村町議会が来庁

視察時の様子

視察時の様子

佐野
ラーメン

名 物

バ ラ町の花

報告書の詳細はコチラ
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近時、ますます複雑・多様化する町村行政に携わる議員が一堂に会して、
当面する諸問題についての研修等を行い、もって町村自治運営に資すること
を目的として、水戸京成ホテルで令和７年度町村議会議員自治研究会が開催
された。
今年度は選挙プランナーでありアスク株式会社 代表取締役社長の三

み う ら
浦 博

ひ ろ し
史

氏から、「地方選挙最新事情と SNS 選挙」をテーマに、首長選挙と地方議員
選挙の違いやコンプライアンス（法令遵守）最新事情、SNS 選挙の重要性と
問題点、「外見・好感力」の重要性など、議員活動で大いに役に立つお話を、
国政選挙や地方選挙における実例を交えてご講演いただいた。

特に、講演の中で何度も出てきた言葉、“ 熱
伝導 ” について、自身の熱意をどのように伝え
るかに関しては、いつの時代も変わらない最も
重要なことであると力説し、その伝え方として
SNS が有効になっているとのことだった。
自分の強みを生かしながら、熱意を人に伝え
る “ 熱伝導 ” が選挙で重要であると語る講演は、
私たち議員にとっても大いに参考になるもので、
実りある研修となった。

❖❖❖　新体制決定！　❖❖❖
４月６日に行われた令和８年第 2 回臨時会で、各常任委員会、議会運営委員会など、令和 10
年３月までの２年間の新体制が決定した。

講師の三浦博史氏

町村議会議員自治研究会の様子

町村議会議員自治研究会 令和８年２月19日 水戸京成ホテル（水戸市）

各常任委員会２名。 議会報告会の
運営、 議員カフェの運営及び議会
モニター制度の運用について調査 ・
研究を行う。

任期2年。各常任委員会委員長３名＋直近の
議長経験者１名＋現職副議長１名＋議長が
指名する者１名。議会運営全般を所管する。

町議会 議 長 本会議 常任委員会 総務常任委員会

民生教育常任委員会

産業建設常任委員会

広聴広報特別委員会特別委員会

議会運営
委員会

全員協議会

各常任委員会２名。議会だよりの編集・発行を行う。

議会だより編集委員会

地方自治法第100条第12項の規定による協議又は
調整を行う場とする。

阿見町議会の体制

総　務　常　任　委　員　会

産　業　建　設　常　任　委　員　会

民　生　教　育　常　任　委　員　会

委
員
長前田

　
一
輝

荒
川
本
郷
・
38
歳

委
員
長栗田

　
敏
昌

実
穀
・
43
歳

委
員
長武

井
　
浩

中
央
・
64
歳

副
委
員
長筧田

　
聡

荒
川
本
郷
・
36
歳

副
委
員
長

小
川
　
秀
和

吉
原
・
56
歳

副
委
員
長

紙
井
　
和
美

住
吉
・
67
歳

委　
員吉田

　
憲
市

曙
・
75
歳

委　
員海

野
　
隆

荒
川
本
郷
・
73
歳

委　
員細田

　
正
幸

上
条
・
84
歳

委　
員久保

谷
　
実

阿
見
・
75
歳

委　
員野口

　
雅
弘

廻
戸
・
66
歳

委　
員落

合
　
剛

実
穀
・
31
歳

委　
員久保

谷
　
充

中
央
・
76
歳

委　
員武藤

　
次
男

南
平
台
・
64
歳

委　
員栗原

　
宜
行

塙
・
70
歳

委　
員

佐
々
木
　
芳
江

南
平
台
・
68
歳

委　
員石引

　
大
介

飯
倉
・
47
歳

委　
員倉重

　
千
晶

曙
・
63
歳

議
会
運
営
委
員
会

委　
員　
長　
野　
口　
雅　
弘

副
委
員
長　
紙　
井　
和　
美

委　
　
員　
石　
引　
大　
介

委　
　
員　
栗　
田　
敏　
昌

委　
　
員　
武　
井　
　
　
浩

委　
　
員　
前　
田　
一　
輝

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委　
員　
長　
筧　
田　
　
　
聡

副
委
員
長　
武　
藤　
次　
男

委　
　
員　
栗　
田　
敏　
昌

委　
　
員　
佐
々
木　
芳　
江

委　
　
員　
武　
井　
　
　
浩

委　
　
員　
小　
川　
秀　
和

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

委　
員　
長　
佐
々
木　
芳　
江

副
委
員
長　
筧　
田　
　
　
聡

委　
　
員　
栗　
原　
宜　
行

委　
　
員　
石　
引　
大　
介

委　
　
員　
武　
藤　
次　
男

委　
　
員　
倉　
重　
千　
晶

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

・
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

紙　
井　
和　
美

前　
田　
一　
輝

・
牛
久
市
・
阿
見
町
斎
場
組
合

細　
田　
正　
幸

武　
藤　
次　
男

筧　
田　
　
　
聡

・
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

久
保
谷　
　
　
実

・
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

栗　
原　
宜　
行

武　
井　
　
　
浩

小　
川　
秀　
和

・
阿
見
町
監
査
委
員

野　
口　
雅　
弘

議　長
久 保 谷　 実

　このたび議員各位のご推挙を
いただき、議長に就任いたしま
した。身に余る光栄と存じます
とともに、その重責に身の引き
締まる思いであります。
　今後、我々 18 名の議員が一
丸となり、阿見町に住んでよかっ
たと思えるまちをつくるために
一生懸命努力していく所存です
ので、皆様のご指導、ご鞭撻を
お願い申し上げます。

副議長
石 引　大 介

　このたび議員皆様のご推挙を
賜りまして、副議長へ再選いた
しました。改めてその重責に身
の引き締まる思いです。
　議長を補佐し、公正かつ円滑
な議会運営に努めるとともに、
阿見町の発展、町民福祉向上に
全身全霊を傾け、努めて参りま
すので、今後とも皆様のご指導、
ご協力をお願い申し上げます。
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議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

予
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議会日誌議会日誌

令和8年 
　 1 月～ 4月の

議 会 日 誌

1月

20 日 民生教育常任委員会所管事務調査（兵庫県神戸市）

21日 民生教育常任委員会所管事務調査（兵庫県明石市）

21日 産業建設常任委員会所管事務調査（茨城県行方市）

26日 議会運営委員会

26日 全員協議会

27日 栃木県佐野市議会視察受入

28日 群馬県玉村町議会視察受入

28日 稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会

30日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会

2月

2 日 牛久市・阿見町斎場組合定例会

3日 全員協議会

3日 第１回臨時会本会議

3日 茨城県後期高齢者医療広域連合全員協議会

9日 龍ケ崎地方衛生組合定例会

10日 稲敷地方広域市町村圏事務組合定例会

12日 広聴広報特別委員会

19日 町村議会議員自治研究会

24日 議会運営委員会

25日 全員協議会

25日 予算決算特別委員会

3月

3 日 産業建設常任委員会

3日 第１回定例会本会議

4日 第 1回定例会本会議（一般質問）

5日 第 1回定例会本会議（一般質問）

6日 総務常任委員会

6日 民生教育常任委員会

9日 産業建設常任委員会

11日 全員協議会

11日 議会運営委員会

11日 広聴広報特別委員会

16日 議会運営委員会

16日 全員協議会

16日 第 1回定例会本会議

16日 予算決算特別委員会（総務所管）

17日 予算決算特別委員会（民生教育所管）

18日 予算決算特別委員会（産業建設所管）

18日 第 1回定例会本会議

4月

1 日 議会運営委員会

3日 議会だより編集委員会

6日 全員協議会

6日 第 2回臨時会本会議

10日 議会だより編集委員会

◆◆ 令和７年度　阿見町議会議員の主な会議等出席状況表 ◆◆

開
催
日

議員名

議会名

総　　務 民生教育 産業建設

久
保
谷
実

紙
井
和
美

野
口
雅
弘

石
引
大
介

前
田
一
輝

筧

田
　

聡

海

野
　

隆

細
田
正
幸

佐
々
木
芳
江

武
藤
次
男

武

井
　

浩

小
川
秀
和

栗
原
宜
行

高
野
好
央

吉
田
憲
市

久
保
谷
充

栗
田
敏
昌

落

合
　

剛

倉
重
千
晶

5月27日 第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
6月3日 第２回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
6月4日 第２回定例会一般質問１日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❸ －
6月5日 第２回定例会一般質問２日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
6月6日 第２回定例会一般質問３日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
6月9日 総務常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月9日 民生教育常任委員会 ○ ○ ○ ❷ ○ ○
6月10日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
6月17日 第２回定例会最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月9日 第３回定例会初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月10日 第３回定例会一般質問１日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月11日 第３回定例会一般質問２日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月12日 第３回定例会一般質問３日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月16日 総務常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月16日 民生教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月18日 予算決算特別委員会（総務所管分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月19日 予算決算特別委員会（民生教育所管分）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月20日 予算決算特別委員会（産業建設所管分）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
9月30日 第３回定例会最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12月2日 第４回定例会初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12月3日 第４回定例会一般質問１日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12月4日 第４回定例会一般質問２日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12月5日 第４回定例会一般質問３日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12月8日 総務常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月8日 民生教育常任委員会 ○ ③ ○ ○ ○ ○
12月9日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12月16日 第４回定例会最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
2月3日 第１回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ③ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
3月3日 第１回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月4日 第１回定例会一般質問１日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月5日 第１回定例会一般質問２日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月6日 総務常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月6日 民生教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3月9日 産業建設常任委員会 〇 － 〇 〇 〇 ❸ 〇
3月16日 第１回定例会４日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月16日 予算決算特別委員会（総務所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月17日 予算決算特別委員会（民生教育所管分）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月18日 予算決算特別委員会（産業建設所管分）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
3月18日 第１回定例会最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇
○出席　　●欠席　　①②③は遅刻・早退・外出
欠席理由：❶…冠婚葬祭　　　❷…体調不良　　　❸…その他
遅刻・早退・外出理由：①…冠婚葬祭　　　②…体調不良　　　③…その他
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昨
年
の
10
月
か
ら
阿
見
中
学
校
を
拠
点
校
と
し

て
阿
見
中
・
竹
来
中
・
朝
日
中
の
野
球
部
が
統
合

さ
れ
、
新
生
！ 

阿
見
野
球
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
部
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

３
年
生
に
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
の
感
想
や
こ
れ
か

ら
の
目
標
、
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
、
監
督
や
コ
ー

チ
へ
の
思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

●
発
行
：
阿
見
町
議
会　
●
発
行
責
任
者
：
阿
見
町
議
会
議
長

●
〒
３
０
０
ー
０
３
９
２　
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
中
央
一
丁
目
一
番
一
号

●
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
９
―
８
８
８
―
１
１
１
１

	

メ
ー
ル
：gikaijim

ukyoku-ofc@
tow
n.am

i.lg.jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
商
標
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

次回定例会 6 月 2 日（火）

編 集 後 記
この春、新委員長に就任し

ました！ 町立小中学校の入学
式では、希望に満ちた新入生
の姿に接し、次の世代へつな
ぐ責任を改めて感じています。
今委員会にて、議会だよりを

｢住民の対話を生むツールにし
たい｣との思いを共有。２年の
任期で、「気軽に読めて、身近
な方と話題にしやすい誌面｣を
目指します。本号では｢予算｣�
｢委員会活動｣｢議会新体制｣を
お見逃しなく！� 筧田　聡

●	

村
田
　
叶
翼
（
む
ら
た
　
か
な
と
）

	
�

練
習
を
積
み
重
ね
て
全
員
が
同
じ
目
標
に
向
か
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
戦
必
勝
で
全
国
に
行

き
た
い
で
す
。
夢
に
と
き
め
け
、
明
日
に
き
ら
め

け
、
目
指
せ
全
国
！

●	

遅
塚
　
陵
介
（
ち
づ
か
　
り
ょ
う
す
け
）

	
�

野
球
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
目
標

で
あ
る
「
阿
見
か
ら
全
国
」
を
胸
に
一
戦
必
勝
で

頑
張
り
ま
す
。
み
ん
な
で「
ゼ
ァ
！
」し
ま
し
ょ
う
。

●	

酒
寄
　
大
和
（
さ
か
よ
り
　
や
ま
と
）

	
�

先
生
方
や
コ
ー
チ
、
保
護
者
の
方
々
、
そ
し
て
お

弁
当
や
毎
日
の
洗
濯
な
ど
を
し
て
く
れ
る
お
母
さ

ん
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
共
に
一
戦
必
勝

で
関
東
・
全
国
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

●	

山
廣
　
由
翔
（
や
ま
ひ
ろ
　
ゆ
う
と
）

	
�

新
人
戦
で
は
負
け
て
し
ま
い
、
目
標
で
あ
っ
た
全

国
出
場
を
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
体
で
は
一

戦
必
勝
で
必
ず
全
国
に
出
場
し
ま
す
‼

●	

久
保
木
　
聖
那
（
く
ぼ
き
　
せ
な
）

	
�

常
に
味
方
で
い
て
く
れ
る
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
「
一
戦
必
勝
」
を
合
言
葉
に
県
大
会

優
勝
、
全
国
大
会
出
場
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
！

●	

髙
田
　
歩
夢
（
た
か
だ
　
あ
ゆ
む
）

	
�

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
精
一

杯
プ
レ
ー
し
ま
す
！

●	

関
野
　
怜
央
（
せ
き
の
　
れ
お
）

	
�

僕
た
ち
は
総
体
で
全
国
出
場
を
す
る
た
め
合
言
葉

で
あ
る
「
一
戦
必
勝
」
を
力
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
応
援
お
願
い
し
ま
す
。

●	

小
澤
　
悠
（
お
ざ
わ
　
ゆ
う
）

	
�

学
校
は
違
い
ま
す
が
仲
の
良
い
チ
ー
ム
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
家
族
の
応
援
に
感
謝
し
な
が
ら
練

習
し
、
成
長
し
た
姿
を
見
せ
た
い
で
す
。

●	

北
川
　
慶
太
郎
（
き
た
が
わ
　
け
い
た
ろ
う
）

	
�

最
高
な
仲
間
と
「
一
戦
必
勝
」‼  

充
実
し
た
環
境

に
「
感
謝
」‼

●	

石
引
　
湊
人
（
い
し
び
き
　
み
な
と
）

	
�

環
境
が
変
わ
り
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
技
術
も
上
が
り
野
球
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
絶
対
全
国
行
く
ぞ
ー
‼

●	

野
口
　
旬
（
の
ぐ
ち
　
し
ゅ
ん
）

	
�

練
習
や
試
合
を
休
ん
で
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す

が
、
成
長
し
た
自
分
の
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

● 阿見中学校
● 竹来中学校

【委員長】
筧　田　　　聡

【副委員長】
武　藤　次　男

【委　員】
栗　田　敏　昌
佐々木　芳　江
武　井　　　浩
小　川　秀　和

議 会 だ よ り
編 集 委 員 会

新体制 !!

※ �総体とは：全国中
学校総合体育大会
のこと

県南新人体育大会で優勝 ※今年は朝日中３年生の部員はおりません
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